
令和8年度 全国学力・学習状況調査

教科に関する調査結果
中学校
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【中学校 国語】

・全体的に全国の平均正答率との差が縮まりました。
指導要領内容の「(2) 情報の扱い方に関する事項」

や思考力判断力表現力等における「A 話すこと・聞く
こと」「B 書くこと」において、大阪府平均を上回る正
答率を示しています。
・「読むこと」では、文章の内容を理解したうえで、文章
中の言葉を使って自分の考えを表現することに課題が
見られます。

生徒質問紙の質問事項
「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計（％）

泉大津市 大阪府 全国

国語の勉強は得意ですか ５６．６ 49.6 51.6

国語の勉強は好きですか 56.7 55.9 57.2

国語の授業の内容はよく分かりますか 75.9 77.4 76.8

国語の授業で学習したことは、将来、
社会に出たときに役に立つと思いますか

88.0 86.4 88.2

学習指導要領の内容
平均正答率(％)

泉大津市 大阪府（公立） 全国（公立）

知識及び
技能

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 59.0 60.4 63.0

(2) 情報の扱い方に関する事項 67.9 66.8 70.4

(3) 我が国の言語文化に関する事項

思考力、
判断力、
表現力等

Ａ 話すこと・聞くこと 60.6 60.2 63.9

Ｂ 書くこと 66.3 64.5 67.4 

Ｃ 読むこと 56.４ 56.8 59.7 

評価
の

観点

知識・技能 ６０．５ 61.4 64.2

思考・判断・表現 ６１．１ 60.5 63.7

平均正答数 平均正答率 無解答率

泉大津市 ９．１問 / 1５問 ６1％ 6.3％

大阪府（公立） ９．１問 / 1５問 ６１％ 5．8％

全国（公立） ９.6問 / 1５問 ６３．９％ 4.9％

＜ 正答数分布グラフ ＞

＜ 主なポイント ＞
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結果のポイント（中学校 国語）

[知識及び技能]

（２）情報の扱い方に関する事項

◆ 情報と情報との関係の様々な表し方を理解し使うことに引き続き課題がある。〔 ２三 〕

（３）我が国の言語文化に関する事項

出題なし

◇…比較的できている点 ◆…課題のある点

（１）⾔葉の特徴や使い⽅に関する事項

◇ 単語の活用、助動詞の働きについて理解することはできている。〔 １一、三 〕

◇◆ 自立語と付属語を類別することはできているが、助詞と助動詞を類別することに課題がある。

〔 １二 〕

◆ 文脈に即して正しく漢字を書き、語句を文章の中で使うことに課題がある。〔 ３一 〕

◆ 語句の辞書的な意味を踏まえ、文脈上の意味を捉えることに課題がある。〔 ４二 〕
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結果のポイント（中学校 国語）
[思考力、判断力、表現力等]

A 話すこと・聞くこと

◆ 目的や場面に応じて、集めた材料を整理し、伝え合う内容を検討することに課題がある〔 ２一 〕
◆ 必要に応じて質問しながら話の内容を捉えることに課題がある〔 ２二 〕
◆ 情報と情報との関係の様々な表し方を理解し使うことに課題がある〔 ２四 〕

B 書くこと

◇ 表現の効果を考えて描写することはできている。〔 ３二 〕

◆ 表現の工夫とその効果について、読み手からの助言を踏まえ、よい点や改善点を見いだすことに課題がある。〔 ３四 〕

C 読むこと

◆ 文章の中心的な部分と付加的な部分について叙述を基に捉えることに課題がある。〔 ４一 〕

◆ 目的に応じて必要な情報に着目して要約し、内容を解釈することができるかどうかをみる[ 4三 ]

◆ 文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを確かなものにすることに課題がある。〔 ４四 〕 

◇…比較的できている点 ◆…課題のある点
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国語１ 一：「可能の意味」を含んでいるものとして適切なものを選択する。 
 三：「ら抜き言葉」であるものを選択する

▼〔第１学年〕 知識及び技能
 ⑴ 言葉の特徴や使い方に関する事項 エ 《文や文章》

一 

竹
内
さ
ん
は
、
【
三
人
の
会
話
】
の
波
線
部
①
「
可
能

の
意
味
」
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
。
次
の
1

か
ら
4

ま
で
の
う
ち
、
文
中
の
傍
線
部
が
「
可
能
の
意
味
」
を
含

ん
で
い
る
も
の
を
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

1 

運
動
会
当
日
の
天
気
が
案
じ
ら
れ
る
。 

2 

突
然
、
友
人
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
る
。 

3 

満
腹
に
な
っ
た
が
、
ケ
ー
キ
は
食
べ
ら
れ
る
。

4 

来
賓
の
方
々
が
、
卒
業
式
の
会
場
に
入
ら
れ
る
。

三 

竹
内
さ
ん
は
、
他
に
ど
の
よ
う
な
「
ら
抜
き
言
葉
」
が

あ
る
の
か
を
考
え
て
み
ま
し
た
。
次
の
1
か
ら
4
ま
で
の

う
ち
、
文
中
の
傍
線
部
が
「
ら
抜
き
言
葉
」
で
あ
る
も
の

を
一
つ
選
び
な
さ
い
。

 

1 

強
い
風
で
傘
が
折
れ
る
。 

2 

朝
が
早
く
て
も
起
き
れ
る
。 

3 

こ
の
商
品
は
よ
く
売
れ
る
。 

4 

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
。 

一：正答率％

泉大津市 全国

80.6 84.3

三：正答率％

泉大津市 全国

80.1 85.4 

単語の活用について
理解することはできている

助動詞の働きについて
理解することはできている
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国語１  
二：「投げられる」を説明したものとして適切なものを選択する。

単語の類別について理解しているかどうかをみる。
▼〔第１学年〕 知識及び技能
 ⑴ 言葉の特徴や使い方に関する事項 エ 《文や文章》

二：正答率％

泉大津市 全国

65.1 70.2

二 
竹
内
さ
ん
は
、
【
三
人
の
会
話
】
の
波
線
部
②
「
投
げ
ら
れ
る
」
に
つ
い
て
考

え
て
い
ま
す
。
次
の
1

か
ら
4

ま
で
の
う
ち
、
「
投
げ
ら
れ
る
」
を
説
明
し
た
も

の
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

1 

「
投
げ
ら
れ
る
」
と
い
う
動
詞
で
あ
る
。

2 

「
投
げ
る
」
と
い
う
動
詞
と
「
ら
れ
る
」
と
い
う
動
詞
で
で
き
て
い
る
。

3 

「
投
げ
る
」
と
い
う
動
詞
と
「
ら
れ
る
」
と
い
う
助
詞
で
で
き
て
い
る
。 

4 

「
投
げ
る
」
と
い
う
動
詞
と
「
ら
れ
る
」
と
い
う
助
動
詞
で
で
き
て
い
る
。 反応率

26.8％

0.0%
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80.0%
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

1

2

3

0無回答

４正答

正答数

正答数1～１４に該当する生徒に至るまで解答類型３を選択し、誤答している生徒が目立つ。

【３と解答しているもの】について： 
助動詞「られる」を助詞と誤って捉えたも
のと考えられる。また、「られる」が付属語
であることは理解できているが、助詞と助
動詞との違いを理解できていないものと
も考えられる。 

中央値
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国語１二： 「投げられる」を説明したものとして適切なものを選択する。

助詞と助動詞は何が違うのかが理解できていない

生徒が実感をもって理解できるような学習活動の例付属語について、活用があるか、どの
ような言葉に付いて意味を付け加えて
いるかによって類別できることが必要。
その際、日常の言語活動の中で使用さ
れている例を取り上げ、生徒が実感を
もって理解できるように指導することが
大切。
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２一： 発言について説明したものとして適切なものを選択する

目的や場面に応じて、集めた材料を整理し、伝え合う内容を検討することができるかどうかをみる。
▼[第１学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ａ 話すこと・聞くこと
ア 《話題の設定、情報の収集、内容の検討（話し合うこと）》

一 【話し合いの一部】の 線部①「まずはみんながどんなことを
課題として考えているかを整理した上で、どうしていけばよいか
を考えませんか。」という発言について説明したものとして最も適
切なものを、次の1から4までの中から一つ選びなさい。

１ これから話し合う内容と手順を明確にしようとしている。

２ 話し合う話題を広げて様々な意見を集めようとしている。 

３ 話し合いの前に行った情報の収集の仕方を振り返ろうとして

いる。 

４ これまでの話し合いで出された意見から重要なものを選ぼ

うとしている。 

目的や場面に応じるとは、何のために、誰を対象に、どのような状況で
話したり聞いたり話し合ったりするかを具体的に考え、設定した話題や検

討した内容が、それらに合っているかどうかを判断すること。

反応率
16.0％

反応率
13.2％
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0.0%
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40.0%

60.0%
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100.0%

120.0%

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

2

3

4

0無回答

１正答

２一： 発言について説明したものとして適切なものを選択する

・解答類型４の生徒は、
〈目標を達成するための課題〉について整理することは理解できているが、山下さん
は、課題を整理する際に重要なものを選ぼうとしていると誤って捉えたものと考え
られる。

・解答類型２の生徒は、
この場面が話合いにおける導入の段階であることに着目し、山下さんは様々な課
題や話し合う方法を集めようとしていると誤って捉えたものであると考える。
「～考えませんか。」という文末があることから、話題を広げようとしていると捉

えたのではないか。

集めた材料が、話したり聞いたり話し合ったりする目的に合っているかを確認しながら、伝え合う内容を検討することが重要

中央値

9



２二： 話し合いの中の発言について説明したものとして適切なものを選択する

必要に応じて質問しながら話の内容を捉えることができるかどうかをみる。
▼〔第１学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ａ 話すこと・聞くこと
エ 《構造と内容の把握、精査・解釈、考えの形成、共有（聞くこと）》こと）》

必要に応じて質問しながら話の内容を捉えるとは、何のためにどのような状況で話を聞いているのかを意識した上で、話の内容を正確
に理解するために、必要に応じて分からないことや知りたいこと、確かめたいことなどを話し手に尋ねることである。話し手に質問する際
には、その場の状況に応じて話の途中で質問したり、話が終わった時点で質問したりするなど、質問の適切な機会を捉えるとともに、話
し手が伝えたいことを確かめたり、足りない情報を聞き出したりするなど、知りたい情報に合わせて効果的に質問することが重要である。

解答類型４の生徒は、山下さんは、「歌声に強弱
がつけられていない」や「高い音の部分がうまく
歌えない」という例を挙げながら、石川さんの発
言に角を立てずに正そうとする表現として「反対
意見を述べている」と誤って捉えたものと考えら
れる。また、「例えば」という表現だけに着目し、具
体的な例を挙げた発言であると誤って捉えたもの
とも考えられる。

二 【話し合いの一部】の傍線部②「例えば、『歌声に強弱がつけられ
ていない』や『高い音の部分がうまく歌えない』は、歌の表現の仕方に
なりますよね。」という発言について説明したものとして最も適切なも
のを、次の1から4までの中から一つ選びなさい。 

1 石川さんの発言の中で間違っている部分を指摘している。

2 石川さんの考えと自分の考えとの相違点を明らかにしている。 

3 石川さんの考えに対する自分の理解が合っているかを確かめている。 

4 石川さんの発言反対する意見を具体的な例を挙げながら述べている。
反応率
18.1％

正答率％

泉大津市 全国

67.9 70．4 

(学校間の差：18.4)
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２四：話し合いを受けてどのような意見を述べるのか、自分の考えを書く

互いの立場や考えを尊重しながら話し合い、結論を導くために考えをまとめることができるかどうかをみる。
▼〔第２学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ａ 話すこと・聞くことオ 《話合いの進め方の検討、考えの形成、共有（話し合うこと）》

四 【話し合いの一部】で山下さんは、 線部④「『美しい歌声を響かせよう』という 目標に向けて練習するために、学
級のみんなにどのように伝えたらよいでしょうか。」と投げかけています。これを受けて、あなたならどのような意見を述
べますか。次の条件1と条件2にしたがって、この場の三人に実際に話すように書きなさい。
条件1 学級のみんなにどのように伝えたらよいかについて、自分の考えと理由を書くこと。
条件2 条件1について、大森さんと石川さんの意見の両方を取り上げながら書くこと。

正答率％

泉大津市 全国

４９．６ ５２．７

(正答例) 
・石川さんが言うように、練習ごとに一つ一つ呼びかけるのがよいと思います。学級のページに載せればいつで
もまとめて確認できますが、一つずつ練習の場で伝えた方が、全員が同じ意識で歌えるからです。 

・大森さんの学級のページに載せるという意見に賛成です。いつでもまとめて確認できる方が、みんなが意識で
きると思うからです。石川さんの呼びかけという伝え方は、形が残らないのですぐに忘れてしまう人もいるかも
しれません。 

・学級のページに載せた上で、練習での呼びかけをするとよいと思います。いつでもまとめて確認できることも、
一つ一つしっかりと意識しながら練習できることも「美しい歌声」に近づくために大切だからです。 
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１正答

２四：話し合いを受けてどのような意見を述べるのか、自分の考えを書く

条件1 学級のみんなにどのように伝えたらよいかについて、自分の考えと理由を
書くこと。

 条件2 条件1について、大森さんと石川さんの意見の両方を取り上げながら書く
こと。

〔解答類型 3〕
〈例〉 
 私は、紙などにまとめて教室に貼るのがよいと思います。みんなの目
につくところに貼ることで、意識しやすくなり、課題を解決しやすくなる
と思うからです。
→自分の考えと理由を述べることにとどまり、話合いの展開に応じて、
互いの立場や考え方を結び付けたり、話し合った内容を踏まえて述べ
たりすることができていないと考えられる。

互いの立場や考えを尊重しながら話し合うためには、話合いに参加している者が、それぞれの置かれた立場や意見が出された背景について理解し
ながら話したり聞いたりする言語活動を行うことが重要。
結論を導くために考えをまとめるとは、異なる立場や考えを前提にしつつも、一定の結論に向かって考えをまとめることである。一方的に自分の考
えを主張するのではなく、互いの考えを捉える中で見いだした共通点や相違点、新たな提案などを踏まえて、話合いが進展するように、自分の考え
が伝わるような発言をすることが大切。

無解答率

泉大津市 16.6 

大阪府 18.9 

国 14.7 

正答数

中央値
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国語3一： 文脈に即して正しく漢字を書き、語句の文章の中で使うこと

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

120.0%

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

2

3

99

0無回答

１正答

(正答の条件)
① (1)について、「採(る)」と書いてい
る。
② (2)について、1を選んでいる。
〔解答類型 1〕 ①〇 ②〇 
〔解答類型 2〕 ①〇 ②× 
〔解答類型 3〕 ①× ②〇 
〔解答類型99〕 上記以外の解答
〔解答類型 0〕 無解答

採
る

〔第２学年〕 知識及び技能 
⑴ 言葉の特徴や使い方に関する事項 ウ 《漢字》 エ 《語彙》

完答

指導については、
漢字の構成要素である「へん」や「つくり」などに
注目し、字形を正しくとらえたり、読みを類推した
り、大まかな意味を捉えたりすることが効果的。

正答率％

泉大津市 全国

29.4 39.8

中央値
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国語3四： 表現の工夫とその効果について、読み手からの助言を踏まえ、
良い点や改善点を見出すことができるかどうかをみる

〔第２学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｂ 書くこと オ 《共有》
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国語3四： 表現の工夫とその効果について、読み手からの助言を踏まえ、
良い点や改善点を見出すことができるかどうかをみる

〔解答類型3〕
 ①× ②〈例〉 〈よい点や改善点〉 ・ スケッチブックを「相棒」という言葉で
表現した。 
・ 「私」の心情について語っていたり、背景から想像することがしやすいので、
読み手に共感してもらいやすくすることができた。
→【1段落についての交流場面②】の内容を基にして〈よい点や改善点〉を
書くことができていない。

〔解答類型 2〕 ①〇 ②×
〔解答類型99〕 上記以外の解答
〔解答類型 0〕 無解答

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
相
棒
と
表
現
し
た
の
は
よ
か
っ
た
。

し
か
し
、
ほ
か
に
も
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
が
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い

読
み
手
の
印
象
に
残
る
よ
う
に
比
喩
を
用
い
る
。
そ

の
際
、
選
ん
だ
言
葉
が
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
を
考

え
る

〔第２学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｂ 書くこと オ 《共有》

正答率％

泉大津市 大阪府 全国

42.8 40.8 45.0

正答例
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国語3四： 表現の工夫とその効果について、読み手からの助言を踏まえ、
良い点や改善点を見出すことができるかどうかをみる
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80.0%

100.0%

120.0%

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

2

3

99

0無回答

１正答

〔第２学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｂ 書くこと オ 《共有》

〔解答類型3〕 反応率19.6％
①× 
②〈例〉 〈よい点や改善点〉 ・ スケッチブックを「相棒」という言葉で表現した。 
・ 「私」の心情について語っていたり、背景から想像することがしやすいので、読み手に共感しても
らいやすくすることができた。
→【1段落についての交流場面②】の内容を基にして〈よい点や改善点〉を書くことができていない。

〔解答類型 2〕 ①〇 ②×
〔解答類型99〕 上記以外の解答

無解答率％

泉大津市 大阪府 全国

13.2 １３．８ １０．７

中央値
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国語3四： 表現の工夫とその効果について、読み手からの助言を踏まえ、
良い点や改善点を見出すことができるかどうかをみる
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〔第１学年〕 思考力、判断力、表現力等
 Ｃ 読むこと ア 《構造と内容の把握》

国語4一： 文章の中心的な部分と付加的な部分について叙述をもとに捉えることができるかどうかをみる

４一：正答率％

泉大津市 大阪府 全国

６８．１ ６９．２ 71.617.7％

解答類型１の生徒は、
６段落の「思いつくままの例を見ただけ
でも」や「たとえば」、「『ぽつり』という
語から」といった叙述から、２～５段落と
同様に、６段落も「多様な例の紹介」 で
あると誤って捉えたものと考えられる。

７．９％

４．３％ ６８．１％

文章の中心となる部分とそれを支える付加的な部分について叙述を基に捉える際には、段落ごと
に内容を捉えたり段落相互の関係を押さえたりしながら、文章全体における役割を捉えることが
重要である。 例えば、段落ごとに内容を捉えるためには、キーワードやキーセンテンスなどに留意
して情報を整理することが考えられる。
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国語4一： 文章の中心的な部分と付加的な部分について叙述をもとに捉えることができるかどうかをみる

解答類型

１ ２ ３ ４ ９９ 無解答

A校 14.7 73.3 8.4 3.1 0.0 0.5 

泉大津市 17.7 68.1 7.9 4.3 0.0 2.1

大阪府 17.0 69.2 9.0 4.0 0.0 0.8 

国 15.4 71.6 8.3 3.9 0.0 0.7 

文章の中心となる部分とそれを支える付加的な部分について叙述を基
に捉える際には、段落ごとに内容を捉えたり段落相互の関係を押さえ
たりしながら、文章全体における役割を捉えることが重要。 
例えば、段落ごとに内容を捉えるためには、キーワードやキーセンテンス
などに留意して情報を整理することが考えられる。

• 構造と内容の把握（はじめにすること）
↓

• 精査・解釈（くわしく読むこと）
↓

• 考えの形成（自分の意見をもつこと）
↓

• 共有（みんなで深めること）

A校で見られるハウスチャートを
使用した学習活動
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

3

99

0無回答

１正答

２正答

国語4二： 語句の辞書的な意味を踏まえ、文脈上の意味を捉えることができるかどうかをみる

〔第１学年〕 知識及び技能
 ⑴ 言葉の特徴や使い方に関する事項 ウ 《語彙》

解答類型

１ ２ ３ ９９ 無解答

泉大津市 11.7 24.3 35.1 5.3 23.6 

大阪府 13.5 19.4 39.7 5.5 21.9 

国 13.9 21.3 39.7 5.4 19.8 

解答類型３
例） ・ ありありと ・ 包括的に ・ イメージ

このように解答した生徒は、「ほうふつとさせる」と
いう語句の意味の一部を抜き出しているが、「ほう
ふつとさせる」の意味の全体を正確に捉えることが
できていない。
【国語辞典 に載っていた意味】から「はっきり」「お
ぼろげ」など「ほうふつ」の意味の一部だけを捉え
て解答したものと考えられ、語句の辞書的な意味を
踏まえ、文脈上の意味を捉えることに課題がある。

語句の辞書的な意味を踏まえ、文脈における意味を具体的かつ個別的に捉えることが大切。
語句に着目し、その語句が文や段落においてどのような役割を果たしているかを捉え、その語句と文章中の他の語句との関
係を考えることも重要。

【RSの視点：照応解決・同義文判定】

中央値
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国語4四： 文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを確かなものにすることができるかどうかをみる

〔第１学年〕 思考力、判断力、表現力等 Ｃ 読むこと ウ 《精査・解釈》

解答類型

１ ２ ３ ９９ 無解答

泉大津市 35.3 36.0 2.1 3.8 22.8 

大阪府 34.6 36.2 2.7 5.2 21.4 

国 38.9 35.1 2.5 5.0 18.6 

(正答の条件)
 次の条件を満たして解答している。 
① 〈例文2〉の擬態語「きっぱり」がどのような様子を表しているか
を具体的に書いている。 
② 「きっぱり」について考えたことを踏まえて、擬態語の効果につい
て、本文中の言葉を使って書いている。 

(正答例) 
・「きっぱり」は、生徒が先生に向かって、自信を持って力強く言い
切っている様子を表している。このように、擬態語は話している様子
の包括的なイメージを表現することができる。
 
・「きっぱり」は生徒が自信を持っている様子が伝わる。擬態語を使
うことによって、様子をありありと映し出すことができる。
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国語4四： 文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを確かなものにすることができるかどうかをみる
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99

0無回答

１正答

(正答の条件)
 次の条件を満たして解答している。 
① 〈例文2〉の擬態語「きっぱり」がどのような様子を
表しているかを具体的に書いている。 
② 「きっぱり」について考えたことを踏まえて、擬態語
の効果について、本文中の言葉を使って書いている。 

文章を読んで理解したことに基づいて、自分
の考えを確かなものにすることに課題がある。

→具体的な場面を思い浮かべ、「構造と内容
の把握」や「精査・解釈」の学習過程を通し
て理解したことと結び付けるなどして、改め
て自分が文章をどのように捉えて精査・解釈
したのかを振り返ることなどが考えられる。
文章に書かれている大まかな内容について自
分の考えを述べることにとどまるのではなく、
自分がその文章の内容についてどのように把
握したり解釈したりしたかを十分に踏まえ、
それを常に確かめながら考えを形成していく
ことが大切。中央値
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【中学校 数学】

平均正答数 平均正答率 無解答率

泉大津市 8.1問 / 15問 51％ 14.8％

大阪府（公立） 8.8問 / 15問 55％ 12.3％

全国（公立） 9.1問 / 15問 57％ 10.4％

学習指導要領の領域及び評価の観点
平均正答率(％)

泉大津市 大阪府（公立） 全国（公立）

領域

Ａ 数と計算 62.3 65.6 67.8

Ｂ 図形 44 48 48.7

Ｃ 関数 50.7 52.8 54.8

Ｄ データの活用 42.4 49.7 53.5

評価の観点
知識・技能 56.3 60.9 63

思考・判断・表現 33.4 36.6 39.1

生徒質問紙の質問事項
「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計（％）

泉大津市 大阪府 全国

数学の勉強は好きですか 50.9 55.0 56.1

数学の授業の内容はよく分かりますか 72.2 76.2 74.2

数学の授業で学習したことを、
普段の生活の中で活用できていましたか

63.7 62.9 63.0

数学の授業で、どのように考えたのかについて
説明する活動をよく行っていましたか

66.8 60.8 60.4

・ 全体的に全国の平均正答率を下回る結果となった。

・確率を求める、箱ひげ図と四分位数の対応について
理解するといったデータの活用領域に大きな課題が
ある。

・同類項、累積度数といった用語の意味の理解に課題
がある。

＜ 正答数分布グラフ ＞

＜ 主なポイント ＞

0%

5%

10%

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10

問

11

問

12

問

13

問

14

問

15

問

16

問

貴教育委員会
大阪府（公立）
全国（公立）
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結果のポイント（中学校 数学）
[知識及び技能] ◇…比較的できている点 ◆…課題のある点

（A） 数と式

◇具体的な場面において、正の数と負の数を用いて変化や状況を表すことができている。 [１]

◆事柄が成り立つ理由を文字を使って説明するための方針を立てることに課題がある[6（2）]

（B） 図形

◆２直線が平行になるための条件の理解に課題がある。 [3]

◆証明する事柄の仮定となる辺や角の関係を見いだすことに課題がある[8（3）]

（D） データの活用

◆起こり得る場合を樹形図や二次元の表を利用するなどして整理し、

確率を求めることに引き続き課題がある。 [5]

◆累積度数の意味を理解することに課題がある。 [9（1）]
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結果のポイント（中学校 数学）
[思考力、判断力、表現力 等] ◇…比較的できている点 ◆…課題のある点

（A） 数と式

◆統合的・発展的に考え、事柄の特徴を数学的な表現を用いて説明することに

課題がある。[6（3）]

（B） 図形

◆筋道を立てて考え、証明することに課題がある[8（2）]

（D） データの活用

◆データの傾向を的確に捉え、判断の理由を度数分布多角形の

特徴を基に説明することに引き続き課題がある。 [9（3）]
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解答類型と反応率 泉大津市 全国
64.6 70.5 

12.6 9.2 

0.6 0.4 

3.4 3.3 

2.8 2.3 

11.9 12.1 

4.1 2.2 

各問題の結果と学習指導について

出題の趣旨
・同類項の意味を理解しているかどうかをみる
（文字を使って数の性質を説明したり、方程式を解いたりする場面において必要）

１ ◎

２

３

４

５

９９

０

７ｘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と解答しているもの

解答類型１に７ｘ＾２を含めて解答しているもの

－５ｘと２ｘ　または　７ｘと－５ｘと２ｘ　と解答しているもの

５ｘと２ｘ　または　７ｘと５ｘと２ｘ　　　と解答しているもの

上記以外の解答

無解答

７ｘ＾２　または　７ｘと７ｘ＾２　　　　　と解答しているもの

符号は項に含まないと思っている層がやや多い
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国立教育政策研究所 令和８年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より

リーディングスキル 具体例同定（理数）

例えば 1 + 3𝑥 という式で、

加法の記号 + で結ばれた

1，3𝑥 のそれぞれを 項 という。

↓

1 − 3𝑥 なら

1 − 3𝑥 = 1 + (−3𝑥) だから

項は 1， −3𝑥

まずは
「多項式の項」を捉えられるようにする

各項を係数や文字の種類、次数などに着目して分類する活動等

を通して、同類項の意味を理解できるようにすることが大切

【学習指導にあたって】
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解答類型と反応率 泉大津市 全国
47.1 49.1 

3.2 3.1 

21.5 24.4 

22.4 20.6 

5.8 2.8 

各問題の結果と学習指導について

出題の趣旨
２直線が平行になるための条件を
理解しているかどうかをみる

約半数が、

・錯角の位置関係を理解していない

・同位角や錯角が等しければよい

という条件を理解していない

１ ◎

２

３

９９

０

∠ｃと∠ｆ　を解答しているもの

∠ａと∠ｄ　を解答しているもの

∠ｂと∠ｅ　を解答しているもの

上記以外の解答

無解答 ｝49.7％
28



このような活動を通して、図形の性質などを考察する際に、

平行線や角の性質を用いることができるように指導することが大切である

国立教育政策研究所 令和８年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より

【学習指導にあたって】
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解答類型と反応率 泉大津市 全国
54.8 55.3 

0.2 0.5 

12.4 13.6 

18.3 18.9 

12.6 10.6 

1.7 1.1 

各問題の結果と学習指導について

出題の趣旨
反比例の関係を表す表の特徴を捉えて、
ｘの値に対応するｙの値を求めること
ができるかどうかをみる

４割以上の生徒が、

・６ずつ変化している

・隣の１／２になっている 等の

反比例に関係がない考え方をしている

１ ◎

２

３

４

９９

０

－４　と解答しているもの

４　　と解答しているもの

－３　と解答しているもの

上記以外の解答

無解答

０　　と解答しているもの

｝

全国との差は小さいが、
課題は大きい
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単に□を埋めるだけでなく、そうなる理由を

反比例の性質やグラフと関連付けて説明する活動を取り入れることが大切である

国立教育政策研究所 令和８年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より

【学習指導にあたって】
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解答類型と反応率 泉大津市 全国
46.7 60.2 

4.9 5.5 

0.2 0.4 

8.3 5.6 

16.6 11.1 

4.5 1.7 

10.4 10.8 

8.3 4.8 

各問題の結果と学習指導について

出題の趣旨
起こり得る場合を樹形図や二次元の表を
利用するなどして整理し、確率を求める
ことができるかどうかをみる

１ ◎

２

３

４

５

６

９９

０

上記以外の解答

無解答

１／３６　と解答しているもの（数学的に同値と判断できるものを含む。以下同様）

１／１８　と解答しているもの

１／１２　と解答しているもの

１／６　　と解答しているもの

１／２１　と解答しているもの

整数の値を解答しているもの

全国の正答率と
最も差があった問題

【誤った例】
大小どちらも６通りだから
全部で１２通り
６と１の２つが出るから…

目の合計が２つで42
6と1で7だから7÷42で… 等

←36通り中6と1の２通り

←大小12通り中1通り

←大小12通り中2通り

←（１２）と（２１）等の区別なし
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1/6や、それ以外の数値に生徒の考えが至る過程を理解し、
それらの思い込みを授業で修正する必要がある

国立教育政策研究所 令和８年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より

【学習指導にあたって】

約半数が、樹形図や２次元の表を
イメージできていない

↓

起こりうる場合を落ちや重なりがな
いように数え上げ、
確率を求めることができるようにす
ることが大切である

大
小 1 2 3 4 5 6

1 ◎

2

3

4

5

6

２次元の表

樹形図
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各問題の結果と学習指導について

出題の趣旨
（1）問題場面における

考察の対象を明確に
捉えているかどうかを
みる

出題の趣旨
（2）事柄が成り立つ理由を

文字を使って説明する
ための方針を立てること
ができるかどうかをみる

泉大津66.7％（全国73.2）

→ ほぼ無解答率の差

解答類型と
反応率

泉大津市 全国

ア 6.4 5.8 

イ 10.4 7.7 

◎ ウ 56.9 65.0 

エ 24.7 20.9 

正答 111 × (3 + 6)

34



【学習指導にあたって】

複数の資料を比較し、関連付けながら読み進める力が大切

国立教育政策研究所 令和８年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より

自分の解答と関連付けながら確認することも大切
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各問題の結果と学習指導について

出題の趣旨
（3）統合的・発展的に考え、事柄の特徴を数学的な表現を

用いて説明することができるかどうかをみる

泉大津市
36.2 

0.0 

1.3 

1.7 

0.2 

0.0 

0.4 

4.3 

22.6 

33.3 

38.2

無解答率の差が大きい36



【学習指導にあたって】

国立教育政策研究所 令和８年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より

成り立つと予想される事柄

の前提と結論を明確にして、

事柄の特徴を数学的に説明

できるようにすることが大切

である

「学ぶ」は「真似ぶ」

真似てみたり
次を考えたりしたくなる

授業展開を
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【大問６全体の学習指導にあたって】

国立教育政策研究所 令和８年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より

子どもの「問い」が

連続する 授業展開！
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【大問６全体の学習指導にあたって】

国立教育政策研究所 令和８年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より

どのような振り返りを
書いてほしいのかについて

想定しておくことも大切である
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各問題の結果と学習指導について

出題の趣旨
与えられた表やグラフから、必要な情報を
適切に読み取ることができるかどうかをみる

解答類型と反応率 泉大津市 全国
◎ 67.6 75.2 

3.4 2.8 

8.3 7.1 

1.5 1.3 

10.4 8.0 

8.7 5.6 

１ ◎

２

３

４

９９

０

（４５，８９） と解答しているもの

（８９，４５） と解答しているもの

（４５，□） 　と解答しているもの（□は８９以外の数、または無解答）

点Ａ、Ｂ、Ｄいずれかの座標を解答しているもの

上記以外の解答

無解答

【誤った例】

・「調べた結果の表をみて」も、比例であると捉えられない

・グラフに視点を移してから表に戻れない

・表とグラフの 𝑥 軸の物理的なズレに対応できない … 等
40



各問題の結果と学習指導について

出題の趣旨
数学的に表現したことを事象に即して解釈し、
問題解決の方法を数学的に説明することが
できるかどうかをみる

泉大津29.9％（全国33.9）

無解答率46.3％（全国39.6）

差が大きいわけではないが、

泉大津市469人中217人が無解答
41



国立教育政策研究所 令和８年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より
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国立教育政策研究所 令和８年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より
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各問題の結果と学習指導について

出題の趣旨
（1）具体的な事象において、

考察の対象となる角を
的確に捉えることが
できるかどうかをみる

出題の趣旨
（2）筋道を立てて考え、

証明することができるか
どうかをみる

泉大津56.9％（全国62.5）

→ ほぼ無解答率の差

正答 2a

泉大津40.1％（全国46.1）

無解答率30.1％（全国22.2）

テストや入試で長らく続いた

点数主義を問いただす必要が

ある （解ける問題に偏り、記述をとばす傾向）44



各問題の結果と学習指導について

出題の趣旨
具体的な事象を基に、証明する事柄の仮定を
見いだすことができるかどうかをみる

泉大津市

32.0 

2.3 

0.0 

7.7 

0.0 

3.8 

51.8 

2.3 

約半数が問題を読めていない現状
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【学習指導にあたって】

国立教育政策研究所 令和８年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より

仮定と結論を明確にして表現

できるように指導することが

大切である
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解答類型と反応率 泉大津市 全国
35.0 46.0 

4.3 2.3 

9.4 9.2 

4.9 4.2 

2.1 4.0 

0.4 0.5 

0.2 0.3 

19.0 19.2 

24.7 14.3 

各問題の結果と学習指導について

出題の趣旨
累積度数の意味を理解しているかどうかをみる

１ ◎

２

３

４

５

６

７

９９

０

０．２５　　　　　　　　と解答しているもの

９０　　　　　　　　　　と解答しているもの

７５　　　　　　　　　　と解答しているもの

無解答

４　　　　　　　　　　　と解答しているもの

上記以外の解答

０．３　　　　　　　　　と解答しているもの

１５　　　　　　　　　　と解答しているもの

２８５　または　２１０　と解答しているもの

無解答率の差が大きい（おそらく取り組めていない）

「この学校で睡眠時間が7時間未満の生徒は何人いるか」

などの問いを設定し、累積度数を用いて考察できるように

することが大切である

←度数

←相対度数

←300÷75

←累積相対度数

←5～6までの累積度数
300-15   300-90
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各問題の結果と学習指導について

出題の趣旨
データの傾向を的確に捉え、
判断の理由を度数分布多角形
の特徴を基に説明することが
できるかどうかをみる

（正答例）
２つの度数分布多角形が
同じような形で、
就寝時刻が23時より前の生徒
の度数分布多角形よりも、
就寝時刻が23時以降の生徒の
度数分布多角形の方が左側に
ある。

泉大津25.4％（全国31.9）

無解答率40.1％（全国28.9）

授業で「くらべる」活動を

「差」「倍」「割合」「相対度数」

「確率」「分布」「標本調査」

→ すべて くらべ方！48



【学習指導にあたって】

国立教育政策研究所 令和８年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より
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【学習指導にあたって】

国立教育政策研究所 令和８年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より
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１ ２ ３ ４ ５

【中学校 英語】

生徒質問紙の質問事項
「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計（％）

泉大津市 大阪府 全国

英語の勉強は好きですか ４９．６ ４9.6 51.2

英語の授業の内容はよく分かりますか ６４．１ ６６．４ ６４．２

英語の授業で学習したことは、将来、
社会に出たときに役に立つと思いますか

８６．７ ８７．７ ８７．６

将来、積極的に英語を使うような生活をしたり、
職業に就いたりしたいですか

４０．２ ３６．７ ３４．１

＜ IRTスコア分布グラフ＞

＜ IRTバンド分布グラフ＞

＜ IRTバンド分布グラフ＞

全生徒が取り組んだ公開問題における学
習指導要領の領域及び評価の観点

平均正答率％

泉大津市 大阪府 全国

領域

聞くこと 55 56.8 57.9

読むこと 54 56.1 57.4

話すこと＊ 0.5/2 0.6/2 0.7/2

書くこと 45.3 46.9 46.5

＊話すことの上記数値は共通問題の平均正答数

平均IRTスコア

泉大津市 483

大阪府 498

全国 499 

中学校英語は1人1台端末を活用したオンライン(IRT方式)で実施。

IRTとは、生徒の正答・誤答が問題の
特性によるのか、生徒の学力によるの
かを区別して分析し、生徒の学力スコ
アを推定する統計理論のことです。
問題は全生徒が取り組んだ問題と生徒
ごとに異なった問題(公開及び非公開問
題)があります。

IRTスコアとは、IRTに基づ
いて各設問の正誤パターン
の状況から学力を推定し、
全国平均を基準とした得点
で表したものです。

全生徒が取り組んだ公開問題

平均正答数

泉大津市 ４．１問/９問

大阪府 ４．４問/９問

全国 ４．５問/９問

8.8 

7.4 

6.4 

28.4 

27.9 

27.1 

37.0 

34.3 

36.2 

21.9 

24.1 

24.7 

3.9 

6.4 

5.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

貴教育委員会

大阪府（公立）

全国（国公私立）*

１ ２ ３ ４ ５

貴教育委員会

大阪府（公立）

全国（国公私立）*

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

10% 25% 50% 75% 90%
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結果のポイント（中学校 英語）

[聞くこと] ◇…比較的できている点 ◆…課題のある点

[読むこと]

◇ 音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの知識を活用して聞くことはできている。[1] 
◇日常的な話題について、目的に応じて、必要な情報を聞き取ることはできている。[2]
◇日常的な話題について、自分の置かれた状況などから判断して、必要な情報を聞き取ることはで
きている。[3] 
◆日常的な話題について、話を聞き、概要を捉えることに課題がある。[4] 
◆社会的な話題について、話を聞き、要点を捉えることに課題がある。[5]

◇ 音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの知識を活用して読むことに課題がある。[6]
◇日常的な話題について、目的に応じて、必要な情報を読み取ることはできている。[7]
◇日常的な話題について、自分の置かれた状況などから判断して、必要な情報を読み取ることに課題がある[8]
◆日常的な話題について、短い文章を読み、概要を捉えることに課題がある。[9]
◆社会的な話題について、短い文章を読み、要点を捉えることに課題がある。[10(1)]
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結果のポイント（中学校 英語）
[書くこと] ◇…比較的できている点 ◆…課題のある点

[話すこと]

◆ 社会的な話題に関して読んだことについて、考えとその理由を書くことに課題がある。[10(2)]
◆音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの知識を活用して書くことに課題がある。[11]
◆日常的な話題について、事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、まとまりのある文章を書くことに課題があ
る。[12, 13, 14]

話すこと［やり取り］
◆ 未来表現（will）などの知識を、話すことによる実際のコミュニケーションにおいて活用できる技能を身に
付けているかどうかに課題がある。[１５(１)]

話すこと［発表］
◆ 日常的な話題について、事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、まとまりのある内容を話すことに課題
がある。[１７]

◆ 社会的な話題に関して聞いたことについて、考えとその理由を話すことに課題がある。[19]
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37.3％ 1.5％ 60.6％ 0.2％

ポイント１

ポイント２

⑴聞くことの活動を意識的に行う
教師による話やALTなどによるスピーチを聞く活動を行うことにより、なる
べく自然な口調で話される音声に触れさせ、慣れさせる

⑵音声スクリプトを活用する
⑶学習者用デジタル教科書などを活用しながら
「聞くこと」の活動を繰り返し行う
⑷特定の情報のみを聞くのではなく、前後の
情報もあわせて聞き取らせる

冒頭の文章は聞き取れている
がその後の情報を正しく読めて
いないのではないか。

正答率％

泉大津市 大阪府 全国

60.6 58.5 60.2
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英語6 音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの知識を活用して読む
【出題の趣旨】
音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの知識を、読むことによる実際のコミュニケーションにおいて活用できる技能を
身に付けているかどうかをみる。
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英語6 音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの知識を活用して読む
【出題の趣旨】
音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの知識を、読むことによる実際のコミュニケーションにおいて活用できる技能を
身に付けているかどうかをみる。

58

Sports
festival

School
trip

Music



短い文章から情報を読み取るためには、文構造を適切に捉えることが
大切である。英文を読む際には、主語と動詞、副詞句、前置詞句など
の意味のまとまりを捉えながら読ませることが考えられる。修飾によっ
て主語が長くなったり文の構造が複雑になったりしても、意味のまとま
りを捉え、情報を読み取ることが大切。

ポイント2

ポイント１

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

120.0%

1 2 3 4 5

0

2

3

4

5

1正答

英語6 音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの知識を活用して読む

ポイント１
解答類型５に該当する生徒は、どのグラフに関する情報も読み取ることができていないと
考えられる。比較級や最上級を用いたグラフに関する情報を読み取ることに課題があると
考えられる。

ポイント２
解答類型４に該当する生徒は、“Only a small number of students in both 
classes chose the music festival.” というグラフに関する情報を読み取ることはで
きているが、“They like the school trip the best. The sports festival is more 
popular in Class 2 than in Class 1.” など、比較級や最上級を用いたグラフに関す
る情報を読み取ることに課題があると考えられる。

学習活動の例 
・文章を読み、文中の主語と動詞はどこにあたるのかを確認
したり、日本語との語順の違いを確認したりする活動 
・文章を読み、読んだ内容をイラストやグラフに表す活動 
・既習の語彙や文法事項などを含む文章を繰り返し読
む活動

グラフと英文を関連付け
ることができていないの
ではないか

正答

59

解答類型

１ ２ ３ ４ ５ ９９ 無解答

泉大津市 58.5 8.1 5.2 11.9 12.7 0.0 3.5 

大阪府 64.0 6.1 5.6 10.3 11.8 0.3 1.9 

国 67.3 5.4 5.5 9.8 10.7 0.3 1.1 



9.4％
49.4％
20.8％
20.0％

○ 解答類型３
インターネットの使用が学習に役立つ具体例を、まい
こが最も伝えたいことであると誤って捉えていると考
えられる。。あるいは、 “I think …”や “we should 
…” などの表現を、書き手が伝えたいことを表す表
現だと判断することができなかった可能性も考えら
れる。 
○ 解答類型４
インターネットの使用が学習に役立つ具体例を、まい
こが最も伝えたいことであると誤って捉えていると考
えられる。あるいは、文章全体の最後に、選択肢４の
英文が書かれているため、大事なことは文章の最後
に書かれていると誤って捉えた可能性も考えられる。

「例えば」という接続副詞をつかめていない？

本文と一致するものから選んだのではないか
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正答率％

泉大津市 大阪府 全国

20.4 27.6 27.8

0.0%
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70.0%

80.0%
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99

１正答

2正答

(２）まいこの質問に対する「あなたの考え」と「なぜそう考えるのか」を、英語で書き
なさい。【まいこが書いた文章】にある表現を使って書いてもかまいません。

・ポイント1
無回答の多さ…IRTバンド１に属する生徒の６割、IRTバンド２に属する生徒の4割が無回答である。
・ポイント２
IRTバンド１、２に属する生徒の2割が解答類型７と解答し、誤答している。
→opinion の意味をつかめていないのではないか。
・ポイント３
IRTバンド２～４に属する生徒は解答類型３「理由を書かずに」解答し誤答となっている。
・ポイント４
IRTバンド５に属する生徒の８割が正答である解答類型１、２に分類されており、 おおむねの生
徒が、インターネットの使用に関して読んだことについて、考えとその理由を 書くことができ
ていると考えられる。

ポイント１

ポイント2

ポイント３

大阪府   ８.７
国 ９.７

ポイント４
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（１）文章を読んで要点を捉えた後、自分の考えをメモに整理させる
 ・キーワードとしてメモなどに整理させる 
 ・思考ツールに整理させる
・ペアでやり取りさせ、話題に関する理解を深めてからメモに整理さ
せる
メモに自分の考えを整理することで、コミュニケーションを行う目的
や場面、状 況などを意識して、読み手に伝わるように自分の考えや
感想などを書かせることが大切である
（２）簡単な「書くこと」の活動を繰り返す
読んだことについて自分の考えとその理由を書くこと、まとまりのあ
る内容を書くことができるようにするためには、簡単な「書くこと」の
活動を繰り返すことが大切である。
（３）正確に書く力を高めるために、生徒同士でコメントさせ合ったり、
教師からのフィードバックを与えて表現を考えさせたりする。読み手
に伝わる表現となるように伝えたい内容を正確に書く力を高めるこ
とが重要である。
・ 読み手に伝わるように正確に書く力を高めるためには、生徒同士
でコメントさせ合ったり、教師からのフィードバックを与えて表現を考
えさせたりすることが大切である。
・生徒同士でコメントさせ合う際には、自分の考えとその理由が伝わ
るかという視点から、語句の選択、語順 などの文構造、動詞の活用、
語の綴りなどについてコメントし合うことが考えられる。
・教師がフィードバックを与える際には、どのような課題があるのかを
把握する必要がある。

言語活動の例 
・身近な環境問題に関わる意見文を読み、友達に納得しても
らえるように、書き手の意見に対する自分の考えとその理由を
書く活動 
・平和な世界を築くために大切なことについて書かれた新聞
への投稿文を読み、読み手に共感してもらえるように、自分の
考えとその理由を書く活動

→opinion の意味をつかめていないのではないか。
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①留学生のメイ(Mei)に昨日の出来事について質問し、分かったことを下の【表】にまとめました。【表】を見て、例を参
考にしながら、①メイが行った場所、②メイがしたことを、それぞれ英文1文で書きなさい。

①正答率％

泉大津市 大阪府 全国

61.6 59.8 58.9

②正答率％

泉大津市 大阪府 全国

54.6 53.3 52.7
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11①
解答類型

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 99 無解答

泉大津市 44.6 9.8 6.7 0.6 0.6 1 0.6 17.3 0.6 2.7 11.3 0.4 3.8

大阪府 46.3 8.2 5.3 0.9 0.3 0.7 1.1 18.7 1 1.5 11.8 0.7 3.5

国 45.2 8.6 5.1 1 0.4 0.9 1.3 19 1 1.8 12.9 0.4 2.5 

11②
解答類型

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 99 無解答

泉大津市 41.3 10.2 3.1 0.8 1.3 0 1.7 16 2.5 17.7 0.8 4.6

大阪府 41 8.7 3.6 1.2 1.3 0.2 2.6 14.8 2.4 19.4 0.7 4

国 40.1 9.1 3.5 1.3 1.5 0.3 2.9 14.9 2.6 20.4 0.5 3 

正答

正答
◯ 解答類型8の例 
・Mei go to the park. ・Mei is going to the 
park. ・Mei goes to the park.
解答類型8に該当する生徒は、正しい語順で書くこと
はできているが、与えられた状況について、過去のこと
について書くことを理解できていない、あるいは go 
の過去形が went であることを理解できていないと
考えられる。

◯ 解答類型8の例 
・Mei play tennis. ・Mei will play tennis.
解答類型8に該当する生徒は、正しい語順で書くことはで
きているが、与えられた状況について、過去のことについて
書くことを理解できていないと考えられる。

（1）場面や状況から活用すべき文法事項などを判断させる 
・英語11では、昨日の出来事を書くという状況から、過去形を用いることを判断する必要がある
（2）関連のある文法事項をまとめて整理する 
・正確に書くことができるようにするためには、既習の文法事項などを適切に使い分けて表現することが重要である。
そのためには、新しい文法事項などを扱ったり、言語活動を行ったりする際に、関連のある文法事項をまとめて整理し、違いを理解することが大切である。
（3）I、you 以外の主語を用いて書く指導を行う 
・書く指導を行う前に、英語で書かれた文章を読ませ、様々な表現が主語になっていることに気付かせる 
・コミュニケーションを行う目的や場面、状況に応じて、適切な主語は何かなどを考えて、文構造を意識して英文を書かせる
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正答率％
泉大津市 大阪府 全国

19.4 21.7 25.8
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正答１

正答２

無回答

ポイント１

ポイント２

・ポイント１について
 IRT バンド１に属する生徒の５割以上、IRT バンド２に属す
る生徒の４割以上が無解答である。
また、IRT バンド１、２それぞれに属する生徒の３割以上が誤
答である解答類型７に分類されており、学校生活をよりよく
する方法に関して聞いたことについて、考えとその理由を話
す際に、音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの知識を
活用して話すことに課題があると考えられる。
・ポイント２について 
IRTバンド５に属する生徒の８割以上は、正答である解答類
型１、２に分類されており、学校生活をよりよくする方法に関
して聞いたことについて、考えとその理由を話すことができて
いると考えられる。
・バンド２～５に属する生徒の一定数が誤答である解答類型
３に分類されており、自分の考えを話すことができているが、
その理由を話すことに課題があると考えられる。解答類型３
に分類されている生徒は、何かしらの英語を話してはいるが、
内容に矛盾があったり、コミュニケーションに支障をきたす誤
りがあったりする。

66



13.4

6.0

20.3

4.8

3.9

0.6

22.2

1.5

27.2

○ 無解答であった要因としては、①かおりの話している内容を理解することができず、何
を答えたらよいか理解することができなかった。 ②かおりの話している内容は理解する
ことができたが、話す内容が思い浮かばなかった。③話す内容は思い浮かんだが、英語の
表現が思い浮かばなかったなどの可能性が考えられる。

相手の意見を聞いて要点をメモし、自分の意見や理由を整理す
ること。整理したものをペアで発表し合うなどして、主語を明確に
するなど遂行することが大切。また、振り返りを活かして考えと英
文をもう一度練り直し、自分の考え正しく伝えられるようにするこ
とが重要。
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